
樹脂と鋼材との摩擦部位で硬いほうの鋼
材の方が摩耗した．どうすればよいか？

Q:従来は鋼材同士で摩擦していた部位の片側を樹脂に変えたと

ころ、硬くて摩耗するはずのない鋼材の方がかなり摩耗してし

まった。対策方法を教えてほしい。

A:この現象は、典型的な三元摩耗という摩耗形態と考えられま

す。摩擦面に硬質異物が浸入し、その異物が樹脂側に埋め込ま

れます。するとその硬質粒子が相手材である鋼材の方をガリガ

リと摩耗させてしまうのです。鋼材面はひっかき傷のような傷

が多くみられませんか？対策は①硬質粒子の侵入防止する②摩

擦面に硬い材料を使うことです。潤滑剤を変える、潤滑量を

増やすなどでは対策できません。



3元摩耗の可能性も常に頭に入れておくこと



硬質粒子はどこから来るのか

①外部から

潤滑下であれば、摩耗粉が潤滑油に混入して

摩擦面に侵入。潤滑油をメンブレンフィルタ

ろ紙等で濾して異物が無いか分析。

無潤滑下であれば粉塵等を採取し分析。

②内部から

樹脂等の基材に硬質物質が充てんされている

ケースがあるが、高面圧時に樹脂が摩耗し

低面圧になると飛び出た硬質粒子により相手

が摩耗する。 硬質粒子

高面圧 低面圧
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